
�����

　
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

強
調
月
間
で
す
！�

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。�

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

���

■
日
時
　
７
月
27
日（
火
）午
後
１
時
〜
４
時�

　
　
　
　
※
毎
月
１
回
開
催
し
ま
す�

■
場
所
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
対
馬（
２
階
会
議
室
）�

■
内
容�

　
①
借
金
問
題
、
多
重
債
務
等
に
関
す
る
相
談�

　
②
失
業
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
等
の
こ
こ
ろ
の

　
　
健
康
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て�

　
　
弁
護
士
・
司
法
書
士
等
の
専
門
家
が
相

　
談
に
応
じ
ま
す
。�

■
相
談
料
　
無
料�

　
※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
、
ハ

　
　
ロ
ー
ワ
ー
ク
対
馬
へ
直
接
お
越
し
く
だ

　
　
さ
い
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
保
健
所
地
域
保
健
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
６
６�

����

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
国
民

の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審

査
員
が
、
検
察
官
が
行
っ
た
不
起
訴
処
分
の

当
否
を
審
査
す
る
制
度
で
す
。
現
在
、
検
察

審
査
会
で
は
、
こ
の
制
度
を
ド
ラ
マ
形
式
で

紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
厳
原
検
察
審
査

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
厳
原
検
察
審
査
会�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
０
６
７�

�

����

■
日
時
　
９
月
28
日（
火
）〜
30
日（
木
）�

■
場
所
　
対
馬
市
厳
原
町
桟
原
52
番
地
第
２�

　
　
　
　
対
馬
市
消
防
本
部（
３
階
大
会
議
室
）�

■
受
付
期
間�

　
８
月
９
日（
月
）〜
９
月
10
日（
金
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
市
消
防
本
部�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
１
９�

　
　
詳
細
は
、
対
馬
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

　
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

����

■
講
習
日
程�

　
８
月
26
日（
木
）　
13
時
〜
16
時�

　
　
　
　
　
　
　
　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー�

　
８
月
27
日（
金
）　
９
時
〜
12
時�

　
　
　
　
　
　
　
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

■
対
象
者�

　
①
継
続
し
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事

　
　
し
て
い
る
方
。�
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I
n
f
o
r
m
a
t
io
n

f
r
o
m
T
S
U
S
H
I
M
A
C
I
T
Y

▼
▼
▼
対
馬
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、募
集
な
ど
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）�

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会�

検
察
審
査
会�

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
貸
出
し
の
ご
案
内�

平
成
22
年
度�

甲
種
防
火
管
理（
新
規
・
再
）�

　
　
　
　
　
　
　
　

講
習
会�

第
60
回�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動�

平
成
22
年
度�

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会�

お
知
ら
せ�

交通事故にあわれた方の
ご相談に専門の相談員が応じます
社団法人 日本損害保険協会 九州支部�

長崎自動車保険請求相談センター�

☎095（824）2571
http://www.sonpo.or.jp

月曜日～金曜日（祝日を除く）�
9：00～12：00・13：00～17：00

毎月第３水曜日�
13：00～16：00

※予約制要面談�

※来訪される場合、事前にご連絡ください。�

相　談　日�

弁護士相談日�

相
談
無
料�

相談して�よかった�

日本で働ける在留資格ですか？
「在留の資格なし」では就労活動はできません。�

外国人雇用の際にはご確認を。�

2010不法就労外国人対策�
キャンペーン�

外国人の不法就労防止にご協力ください。

法務省入国管理局�

入国管理局：http://www.immi-moj.go.jp/�
法務省：http://www.moj.go.jp/

ル ー ル を 守 っ て 国 際 化 �



　
②
新
た
に
又
は
再
び
危
険
物
の
取
扱
作
業

　
　
に
従
事
（
保
安
監
督
者
を
含
む
）
す
る

　
　
こ
と
と
な
っ
た
方
。�

■
受
付
期
間�

　
７
月
５
日（
月
）〜
８
月
６
日（
金
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　（
社
）長
崎
県
危
険
物
安
全
協
会�

　
☎
０
９
５（
８
２
５
）８
４
７
９�

���

■
日
時
　
７
月
29
日（
木
）〜
31
日（
土
）�

■
場
所
　〈
学
科
〉対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
会
議
室�

　
　
　
　〈
実
技
〉グ
リ
ー
ン
ピ
ア
つ
し
ま�

■
受
講
料�

　
初
心
者
　
　
１
８
９
０
０
円
（
税
込
）�

　
経
験
者
　
　
１
６
８
０
０
円
（
税
込
）�

■
テ
キ
ス
ト
代
　
１
５
０
０
円
（
税
込
）�

■
申
込
期
間�

　
７
月
１
日（
木
）〜
７
月
23
日（
金
）�

　
※
定
員
（
64
名
）
に
達
し
な
い
場
合
は
受

　
　
付
期
間
が
過
ぎ
て
も
受
付
を
致
し
ま
す

　
　
の
で
ご
連
絡
の
上
、
お
申
込
み
下
さ
い
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　（
社
）長
崎
県
労
働
基
準
協
会
対
馬
支
部�

　
☎
・
℻
０
９
２
０（
５
２
）１
４
１
７�

�����

自
衛
官
候
補
生（
男
子
）�

■
受
付
期
間�

　
８
月
１
日（
日
）〜
９
月
10
日（
金
）�

■
試
験
日
　
９
月
17
日（
金
）�

■
試
験
地
　
美
津
島
文
化
会
館�

■
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者�

一
般
曹
候
補
生�

■
受
付
期
間�

　
８
月
１
日（
日
）〜
９
月
10
日（
金
）�

■
１
次
試
験
　
９
月
18
日（
土
）�

■
試
験
地
　
美
津
島
文
化
会
館�

■
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者�

航
空
学
生�

■
受
付
期
間�

　
８
月
１
日（
日
）〜
９
月
10
日（
金
）�

■
試
験
日
　
９
月
23
日（
木
）�

■
試
験
地
　
島
外
（
受
付
時
に
連
絡
）�

■
受
験
資
格�

　
高
卒（
見
込
含
）以
上
21
歳
未
満
の
者�

自
衛
官
候
補
生（
女
子
）�

■
受
付
期
間�

　
８
月
１
日（
日
）〜
９
月
10
日（
金
）�

■
試
験
日
　
９
月
26
日（
日
）・
27
日（
月
）�

■
試
験
地
　
島
外
（
受
付
時
に
連
絡
）�

■
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部�

　
対
馬
駐
在
員
事
務
所�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
９
０
８�

����

■
受
験
資
格�

　
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
次
に
掲
げ
る
者�

　
①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
23

　
　
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
す
る

　
　
見
込
み
の
者�

　
②
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び
平

　
　
成
23
年
３
月
ま
で
に
中
等
教
育
学
校
を

　
　
卒
業
す
る
見
込
み
の
者�

　
③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課
程
を

　
　
修
了
し
た
者
及
び
平
成
23
年
３
月
ま
で

　
　
に
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課
程

　
　
を
修
了
す
る
見
込
み
の
者�

　
④
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
（
廃
止

　
　
前
の
大
学
入
学
資
格
検
定
を
含
む
）
に

　
　
合
格
し
た
者
等
人
事
院
が
①
②
に
掲
げ

　
　
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者�

■
入
校
　
平
成
23
年
４
月�

■
待
遇
　
在
学
中
給
与
支
給
、
授
業
料
不
要�

海
上
保
安
学
校�

■
受
付
期
間�

〈
郵
便
又
は
持
参
〉�

　
７
月
20
日（
火
）〜
８
月
３
日（
火
）�

　
（
８
月
３
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）�

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉�

　
７
月
20
日（
火
）　
９
時�

　
　
　
　
〜
７
月
27
日（
火
）　
17
時�

■
第
１
次
試
験
　
９
月
26
日（
日
）�

海
上
保
安
大
学
校�

■
受
付
期
間�

〈
郵
便
又
は
持
参
〉�

　
８
月
26
日（
木
）〜
９
月
７
日（
火
）�

　
（
９
月
７
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）�

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉�

　
８
月
26
日（
木
）　
９
時�

　
　
　
　
〜
９
月
１
日（
水
）　
17
時�

■
第
１
次
試
験
　
10
月
30
日（
土
）・
31
日（
日
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
海
上
保
安
部
　
管
理
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
６
４
０�

242010. 7

（独）勤労者退職金共済機構�
中小企業退職金共済事業本部�

詳しくはホームページをご覧ください�
http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/

会社を元気に！

中退共の退職金制度

中退共� 検索�

国が掛金の
一部を助成

掛金は
全額非課税

管理が
カンタン

～自己救命策 ３つの基本～�

海で遊ぶときはいつも�
ライフジャケットを�
着用してね！�

携帯電話は�
防水パックに�
入れてね！�

POINT.POINT.1 POINT.2 POINT.3POINT.1 POINT.2 POINT.3

海のもしもは�
118番！�

大切な命！�自分で守る�

対馬海上保安部�
対馬市厳原町東里341‐42　☎0920（52）0118

ホームページ　（パソコン）http://www.kaiho.mlit.go.jp/07kanku/tsushima/�
　　　　　　　（携帯電話）http://www6.kaiho.mlit.go.jp/tsushima/m/

海上保安庁ホームページ等で提供するマリンレジャー安全情報を積極的に活用してください。�

試
　
験�

玉
掛
け
技
能
講
習
会�

海
上
保
安
学
校
・�

海
上
保
安
大
学
校
学
生
募
集�

自
衛
官
募
集�



���

■
受
験
資
格�

　
昭
和
62
年
４
月
２
日�

　
　
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者�

■
受
付
期
間�

　〈
郵
送
又
は
持
参
〉�

　
７
月
20
日（
火
）〜
８
月
３
日（
火
）�

　
（
８
月
３
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）�

　〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉�

　
７
月
20
日（
火
）〜
７
月
27
日（
火
）�

■
第
１
次
試
験
　
９
月
26
日（
日
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
法
務
省
福
岡
入
国
管
理
局�

　
☎
０
９
２（
６
２
３
）２
４
０
０�

�������

■
部
門�

　
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写

　
真
・
デ
ザ
イ
ン�

■
出
品
料�

　
一
般
・
大
学
生
　
４
０
０
０
円�

　
高
校
生
　
　
　
　
１
５
０
０
円�

■
出
品
申
込
　
８
月
１
日（
日
）〜
８
日（
日
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
〒
８
５
０
‐
０
８
６
２�

　
長
崎
市
出
島
町
２
‐
１
　
長
崎
県
美
術
館
内�

　
☎
０
９
５（
８
２
５
）６
０
５
８�

　h
ttp
://w
w
w
.ken

ten
-n
ag
asaki.jp

�

���

■
日
時
　
８
月
７
日（
土
）�

■
出
店
料
　
無
料�

■
締
切
　
７
月
31
日（
土
）�

■
主
催
　
厳
原
港
ま
つ
り
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭

　
　
　
　
実
行
委
員
会�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
市
商
工
会
厳
原
支
所�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
４
５
２�

����
■
期
間�

　
８
月
27
日（
金
）〜
29
日（
日
）の
３
日
間�

　
※
出
来
る
だ
け
３
日
間
（
準
備
か
ら
片
付

　
　
ま
で
）
を
通
じ
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方�

■
締
切
　
８
月
２
日（
月
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
美
津
島
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー�

　
地
域
支
援
課
内
　
対
馬
ち
ん
ぐ
音
楽
祭
実

　
行
委
員
会
事
務
局
（
担
当
　
佐
藤
）�

　
☎
０
９
２
０（
５
４
）２
２
７
１�

�����

　
県
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
、
県
議
会
（
県
庁

舎
整
備
特
別
委
員
会
）
が
皆
さ
ま
の
声
を
お

聴
き
し
ま
す
。�

■
日
時
　
８
月
１
日（
日
）　
10
時
か
ら�

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
長
崎
県
議
会
事
務
局
議
事
課�

　
☎
０
９
５（
８
９
４
）３
６
３
２�

募
　
集�

対
馬
ち
ん
ぐ
音
楽
祭
２
０
１
０�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集�

「
県
庁
舎
整
備
に
つ
い
て�

　
　
県
民
の
意
見
を
聴
く
会
」�

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

in�

　
厳
原
港
ま
つ
り
出
店
募
集�

長
崎
県
展
公
募
展
作
品
募
集�

第
55
回�
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入
国
警
備
官
募
集�

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）�

　本年度も長崎県総合福祉センターにおいて、次の日程により�
実施されます。�

上記の各団体または�
九州安全衛生技術センター　☎0942（43）3381

問い合わせ�

試験日� 試験の種類�

10
月
２
日（
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第228回長崎県県漁協青壮年年部�
意見見発表大会会　最優秀賞賞　�

自然と人類の共存�
　上対馬町漁協青壮年部

　　　原　　　大　
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文
明
開
化
・
技
術
革
新
に
よ
り
、

今
の
豊
か
な
生
活
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
世
界
で
は
急
増
す

る
食
料
消
費
に
よ
り
、
資
源
の
枯
渇

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
水
産
業
界

で
も
大
西
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
国
際
取

引
を
禁
止
し
よ
う
と
い
う
提
案
が
出

さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
事
と

思
い
ま
す
。
単
に
魚
を
食
料
と
し
て

獲
る
時
代
か
ら
、
利
益
の
た
め
に
獲

る
時
代
へ
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
結
果

で
し
ょ
う
が
、
私
達
人
類
だ
け
が
豊

か
で
あ
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

利
益
を
得
る
事
は
漁
業
者
に
と
っ
て

必
要
な
こ
と
で
す
が
、
資
源
を
維
持

管
理
し
て
い
く
こ
と
も
漁
業
者
の
使

命
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
利
益
を

重
視
す
る
あ
ま
り
、
大
切
な
使
命
を

見
失
っ
て
い
る
様
な
気
が
し
ま
す
。�

　
今
、
大
西
洋
沿
岸
の
飲
食
店
の
中

に
は
、
ク
ロ
マ

グ
ロ
を
自
主
的

に
置
か
な
い
店

が
あ
る
と
聞
き

ま
す
。
た
と
え

置
い
て
あ
る
店

で
も
、
枯
れ
行

く
マ
グ
ロ
資
源

を
憂
い
、
客
が

注
文
を
自
粛
す

る
傾
向
が
あ
る

そ
う
で
す
。
消

費
者
自
ら
が
自

国
の
現
状
を
知

り
、
行
動
を
起

こ
し
て
い
る
の

で
す
。
そ
の
国

の
国
柄
だ
と
言

っ
て
し
ま
え
ば

そ
れ
ま
で
で
す

が
、
こ
の
一
人

一
人
の
行
動
こ

そ
が
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
た
と

え
食
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

資
源
が
絶
え
て
し
ま
え
ば
取
り
返
し

が
つ
か
な
い
と
、
こ
の
国
々
は
気
付

き
始
め
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
国
々
で
も
自
分

達
で
は
食
さ
ず
、
他
国
に
輸
出
し
、

さ
ら
に
そ
の
大
部
分
を
日
本
が
輸
入

し
て
い
る
悲
し
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
豊
か
な
海
洋
資
源
を
私
達
の
代

で
獲
り
尽
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
話
は
別
で
す
が
、
こ
の
宝

物
は
後
世
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
人
は
知
恵
を
使
い
、
食
物
連

鎖
の
上
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
が
、

土
台
を
採
り
尽
く
し
、
食
い
尽
く
し

て
生
物
の
未
来
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

生
態
系
の
比
率
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
を

維
持
し
て
こ
そ
、
保
た
れ
て
き
た
の

で
す
。�

　
こ
の
話
を
、
他
国
の
話
と
安
易
に

考
え
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日

本
で
も
日
々
進
歩
し
て
い
く
漁
労
機
器
。

そ
れ
に
相
反
し
た
漁
獲
量
の
減
少
は

何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
。
明
ら

か
に
生
産
と
資
源
量
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
私
達
漁

業
者
が
利
益
を
重
視
し
た
結
果
な
の

で
す
。�

　
こ
う
い
っ
た
国
内
外
に
お
け
る
漁

獲
量
の
減
少
や
、
近
年
の
魚
価
の
低

迷
は
漁
業
者
に
と
っ
て
は
大
問
題
で
す
。

魚
価
の
低
迷
に
つ
い
て
は
、
景
気
や

流
通
も
問
題
の
要
因
で
は
あ
り
ま
す
が
、

消
費
者
の
魚
食
離
れ
も
軽
視
で
き
な

い
と
私
達
青
壮
年
部
で
は
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
近
年
、
大
型
量
販
店
の
普
及
に
伴
い
、

パ
ッ
ク
で
売
ら
れ
る
切
り
身
を
目
に

し
ま
す
。
ま
た
、
水
産
加
工
業
で
は

小
骨
の
一
つ
も
残
す
こ
と
の
な
い
加

工
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ

ま
り
に
も
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

行
動
が
、
今
の
魚
を
さ
ば
く
事
を
嫌

う
大
人
、
骨
と
身
を
分
け
る
事
が
で

き
な
い
子
ど
も
達
を
増
や
す
結
果
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
こ
の
よ
う
な
現
状
に
疑
問
を
感
じ

た
私
達
青
壮
年
部
は
、
子
ど
も
達
と

そ
の
父
兄
を
対
象
と
し
た
「
お
魚
捌

き
教
室
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
子
ど

も
達
に
は
魚
に
も
命
が
あ
り
、
生
き

て
い
た
事
を
知
っ
て
も
ら
い
、
父
兄

に
は
魚
の
旬
や
無
駄
の
な
い
簡
単
な

魚
の
捌
き
方
を
覚
え
て
も
ら
う
。
私

達
は
こ
の
様
な
活
動
こ
そ
が
本
当
の

食
育
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の
教
室
で

は
ま
ず
水
槽
を
準
備
し
、
そ
こ
に
ヒ

ラ
ス
を
泳
が
せ
ま
す
。
子
ど
も
達
は

魚
を
見
た
く
て
我
先
に
集
ま
り
ま
す
。�

　
私
た
ち
は
そ
の
水
槽
か
ら
魚
を
す

く
い
出
し
、
子
ど
も
達
の
目
の
前
で

〆
て
見
せ
ま
す
。
流
れ
出
る
赤
い
血

を
見
て
一
歩
二
歩
後
ず
さ
り
す
る
子

ど
も
や
け
い
れ
ん
し
て
い
る
魚
を
触

り
に
来
る
子
ど
も
。
自
分
達
と
変
わ

ら
ぬ
大
き
さ
の
生
き
物
の
死
を
そ
れ

ぞ
れ
の
心
で
受
け
止
め
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。
こ
の
光
景
は
今
世
間

を
騒
が
せ
て
い
る
捕
鯨
や
イ
ル
カ
漁

と
同
様
、
人
が
生
き
る
た
め
に
行
っ

て
い
る
行
動
で
す
。
残
酷
で
す
が
現

実
を
見
せ
、
そ
の
〆
ら
れ
た
魚
の
命

を
無
駄
に
し
な
い
心
を
養
っ
て
欲
し

い
の
で
す
。
試
食
で
は
骨
を
嫌
が
る

子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
。
父
兄
も
残
っ

た
魚
を
自
分
で
さ
ば
い
て
夕
食
に
出

す
の
だ
と
持
ち
帰
り
ま
す
。
こ
の
命

に
感
謝
し
食
を
粗
末
に
し
な
い
事
こ
そ
、

日
本
の
真
の
食
文
化
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。�

　
さ
て
、
自
然
豊
か
な
対
馬
で
私
が

漁
業
を
始
め
て
二
十
年
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
以
前
と
比
べ
今
で
は

自
然
の
様
子
も
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
山
を
見
れ
ば
落
葉
樹
の
減
少

や
伐
採
し
て
放
置
さ
れ
た
山
肌
が
み

ら
れ
ま
す
。
一
度
大
雨
が
降
る
と
河

川
か
ら
は
大
量
の
泥
水
と
木
々
が
流

れ
出
ま
す
。
海
で
は
水
質
汚
染
や
温

暖
化
な
ど
が
原
因
と
思
わ
れ
る
磯
焼

け
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
と
き
で
す
。
対
馬
市
で
森
を
作
る

と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
で
講
師
の
C
W
ニ
コ

ル
氏
は
、
豊
か
な
森
の
あ
る
べ
き
姿

を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
ニ
コ
ル
氏
は
言
い
ま
す
。
「
森

と
海
は
互
い
に
栄
養
を
補
い
合
っ
て

い
る
。対
馬
の
森
を
元
気
に
し
な
さ
い
。」

と
。
こ
の
時
、
私
は
漁
業
者
に
と
っ

て
の
森
林
保
護
の
重
要
性
を
再
確
認

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
長
年
住
み
慣

れ
た
所
を
見
て
下
さ
い
。
森
や
海
は

元
気
に
し
て
い
ま
す
か
？�

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
、
対
馬

で
は
森
林
を
回
復
し
、
海
洋
生
物
を

保
護
し
よ
う
と
市
議
会
で
論
議
さ
れ

て
い
ま
す
。
対
馬
暖
流
の
恩
恵
を
受
け
、

日
本
で
も
最
高
の
漁
場
に
位
置
す
る

対
馬
。
こ
の
一
次
産
業
に
支
え
ら
れ

た
島
が
衰
退
し
て
き
て
い
ま
す
。
今

こ
そ
、
林
業
、
水
産
業
が
共
に
手
を

と
っ
た
時
、
対
馬
市
と
連
携
の
と
れ

た
環
境
回
復
活
動
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。�

　
そ
ろ
そ
ろ
私
た
ち
も
真
剣
に
自
然

と
向
か
い
合
う
時
が
、
来
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
然
相
手
の
計

画
に
は
予
測
で
き
な
い
事
も
多
い
で

し
ょ
う
が
、
自
然
の
声
を
聞
く
耳
を

持
ち
今
起
き
て
い
る
事
か
ら
目
を
そ

ら
さ
な
い
心
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
日
々
、
海
と
共
に
生
活
し
て

い
る
私
た
ち
漁
業
者
が
海
の
様
子
に

異
変
を
感
じ
た
ら
声
を
あ
げ
、
消
費

者
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
互
い
に
自
然
の
状
況

を
知
り
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
で
す
。

見
る
も
の
全
て
を
獲
り
尽
く
し
た
く

な
る
漁
業
者
の
性
、
必
要
以
上
に
商

品
陳
列
し
賞
味
期
限
が
切
れ
る
と
簡

単
に
処
分
し
て
し
ま
う
食
料
品
店
、

外
国
で
は
飢
え
に
苦
し
む
人
々
が
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
飲
食
店
な
ど
で

平
気
で
残
し
て
し
ま
う
消
費
者
。
こ

の
乱
獲
乱
食
が
な
く
な
ら
な
い
限
り
、

自
然
と
私
達
人
類
の
共
存
が
続
い
て

い
く
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
先
、

漁
業
だ
け
で
な
く
世
界
を
リ
ー
ド
し

て
い
く
べ
き
日
本
が
進
む
べ
き
道
を

誤
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
私

達
人
類
も
何
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て

い
る
の
か
を
改
め
て
確
認
す
べ
き
時

が
来
て
い
る
の
で
す
。�

　
人
は
生
き
る
た
め
に
食
べ
、
食
べ

る
た
め
に
獲
る
。
こ
の
日
々
繰
り
返

さ
れ
る
行
動
を
支
え
て
い
る
地
球
を

生
か
す
も
殺
す
も
私
達
人
類
の
手
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う

か
故
郷
を
思
う
心
で
、
自
然
が
、
そ

し
て
海
が
蘇
る
手
助
け
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。�

　
海
は
全
世
界
を
つ
な
い
で
い
る
の

で
す
。�

さ
が
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